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　 1 帖　　江戸時代後期
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 高松松平家歴史資料・香川県立ミュージアム保管

　私たちが、季節をイメージする花や鳥。たとえば春の桜や鴬、秋の萩や雁など。
四季のうつろいのある日本列島では、人々は、その花や鳥の姿を昔から愛でてきま
した。そうした実感的な記憶の積み重ねにより、私たちの季節感は形作られてきま
した。
　一方で、ある時に作られた季節のイメージが、反復しつつ定型化されて後世に伝
えられ、私たちの意識の中に溶けこんでいる場合もあります。
　本作品は、十二カ月の花と鳥を詠った和歌とそれぞれの姿を描いた色紙を合わせ
た画帖です。江戸幕府の奥絵師をつとめた江戸狩野派の狩野惟信（1753～1808年）
が花を、長子の栄信（1775～1828年）が鳥を描きました。筆写された花鳥和歌は、
平安～鎌倉時代の歌人・藤

ふじ

原
わらの

定
さだ

家
いえ

（1162～1241年）が詠んだもので、各月の題とな
る花鳥も定家が選んでいます。
　この十二月花鳥和歌は、公家社会の中で繰り返し書写され、「二月の花は桜。鳥
は雉
きじ

」といったように、その月の花・鳥は定型化されていきます。高松松平家には、
藩主が京都へ上洛するたびに拝領した「十二月花鳥和歌」が複数巻伝わっています
が、これらは時の大臣らが一首ずつ書写した巻物で、公家社会での古典的和歌とし
て親しまれていたことがわかります。
　こうした「十二月花鳥」という定型に沿って制作されたのが、本作品です。武家
社会にも藤原定家によって作られた季節イメージが伝わり、江戸幕府お抱えの絵師
がその季節の姿を描いたのです。

常設展示「春を探そう―表現された春―」（ 3 月 5 日～ 4 月21日）で展示
 香川県立ミュージアム　渋谷啓一

国営讃岐まんのう公園の水仙（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）

●地域と向き合いながら
 四国財務局　局長　木　勢　俊　光

● 県産品の認知度向上と販路拡大を目指して
 一般財団法人かがわ県産品振興機構　理事長　松　尾　恭　成

● 首相官邸で開催された「まち・ひと・しごと創生会議」に招かれて
　～超小型モバイルCTG（プチCTG）が医療機器として認められて～
 香川大学　名誉教授 　　　　　　　　　　　
 香川大学　瀬戸内圏研究センター　特任教授 　　　　　　　　　　　
 NPO 法人 e-HCIK　理事長　 　　　　　　　　　　　
 日本遠隔医療学会　名誉会長　原　　　量　宏
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2019/ 3  No．384 百十四経済研究所

視点

寄稿

調査研究

経営情報

寄稿

My Health

最近の内外経済

香川の経済

❶ 地域と向き合いながら
四国財務局　局長　木　勢　俊　光

❷ 県産品の認知度向上と販路拡大を目指して
一般財団法人かがわ県産品振興機構　理事長　松　尾　恭　成

❻　 香川県内在住者の住宅に対する意識調査
　山　口　良　三

12 働き方改革　年次有給休暇の時季指定義務について
香川労働局監督課

16 首相官邸で開催された「まち・ひと・しごと創生会議」に招かれて
　 ～超小型モバイルCTG（プチCTG）が医療機器として認められて～

香川大学　名誉教授 　　　　　　　　　　　
香川大学　瀬戸内圏研究センター　特任教授 　　　　　　　　　　　

NPO法人 e-HCIK　理事長　　 　　　　　　　　　　

日本遠隔医療学会　名誉会長　原　　　量　宏

25 催し物のお知らせ

26 筋肉製造工場の維持管理
国立病院機構高松医療センター　名誉院長 　　　　　　　　　　　
四国電力総合健康開発センター　所長　　 　　　　　　　　　　　

愛媛大学　　　　　　　　　　　客員教授　水　重　克　文

28 景気は、緩やかに回復している

30 景気は、回復している

35 経済指標

39 経済日誌

43 当研究所のサービス一覧

44 雑感

　私たちは、事業者の皆様のニーズに迅速にお応えすべく「クイック
レスポンス」をモットーに、各種リース及び割賦販売を通じて事業発
展のお手伝いをさせていただきたいと願っております。今後ともご愛
顧を賜りますようお願い申し上げます。

■主なリース対象物件■
情報関連機器・産業用機械・医療用機器・介護用機器
商業用機器・自動車・運搬輸送機器・農業用機器
公害防止機器・その他の機械設備　

百十四リース株式会社
本社／〒760‒0050　高松市亀井町 5 番地 1  （百十四ビル15F）
TEL（087）834‒5401（代表）　FAX（087）862‒6719

■　東京駐在所　TEL（03） 3271‒1140
■　大阪営業所　TEL（06） 6582‒2787
■　岡山営業所　TEL（086） 231‒4401
■　丸亀営業所　TEL（0877） 22‒5401
■　観音寺営業所　TEL（0875）57‒5234
■　愛媛営業所　TEL（0898） 23‒8441
■　徳島営業所　TEL（088） 698‒1102
■　高知営業所　TEL（088） 825‒0114
■　カーリース部　TEL（087） 834‒5401
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